










校庭に出ると

「校長先生、あの人だれ？」

と声をかけてくる子がいます。



その指の先には、

二宮金次郎の石像が

ありました。



「この人は だれなの？」

「何をしているの？」

「 いつ だれが置いたの？」



「もしかして、

夜回り(よまわり）をして

豊田小を守っているの?」



実は、
この二宮金次郎の像は、

二宮金次郎の勤勉（きんべん）な姿勢を
見習って欲しいと

戦時中に多くの学校に、

二宮金次郎の像が
置かれていたのでした。





そのあたりのお話が

「創立８０周年記念誌
とよだのあゆみ」の中に

「豊田小学校の思い出」
として、卒業生が書いていました。



「創立８０周年記念誌
とよだのあゆみ」



昭和15年、

町の青年団の一人が、

横浜で二宮金次郎の銅像の
売り物（二基）を見つけた。

「豊田小学校の思い出」
卒業生の文章にもとづいて



もう一人に相談し

『これを、
小学校に寄付しようじゃないか。』

いうことになった。



そこで、

当時の校長（１３代目校長）に

相談した。



『善（ぜん）は、急げだ。

今から買いに行きましょう。』

と3人で、横浜に行き、

目指す銅像を買い、
車で、持ち帰った。



そして、

豊田小学校後援会が

学校に

寄贈する形にして
設置した。



しかし、
その像は、

銅製であったため、
戦争の軍事物資の不足にともない、

拠出（きょしゅつ）
されてしまった。



そのあとに
石造の二宮金次郎の像が
建てられ、

それが、
今の学校にあるものである。

「創立８０周年記念誌」 「豊田小学校の思い出」（卒業生）から










































